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高等学校「現代文 J-安部公房『 読解の試み

一高等学校「現代文BJ高大連携授業の実践一

間語科横井健

次期学習指導要領において，汎用的なスキルの育成が重視され，国語はその基盤とされている。実

杜会@実生活に生きて働く国語の能力に重きが置かれているが文学Jでしか育むことができない

能力についても呂を向ける必要がある。 高大連携授業を通して，高校国語に於ける「文学jの可能性

について考えたい。

<キーワード> 文学現代文B 安部公房 高大連携

1 はじめに

現行学習指導要領の国語総合 f読むこと」の指導事項には文章に描かれた人物，情景，心情などを

表現に即して読み味わうこと Jとの記載があり，その上で「言語活動例Jとしてさまざまな文章を読み

比べ3 内容や表現の仕方について，感想を述べたり批評する文章を書いたりすること」と記されている。

一方で、'次期学習指導要領改訂に向けて fテキスト(情報)の理解jや「構成感表現形式を評価する力J

の育成が求められている(註1)0 r読み比べj の視点が広げられ，構成 s 表現形式を評価する力が求め

られているのそこで，小説教材を構造的に理解することをきっかけに?批評文の製作のような言語活動

や発展的学習へつなげたいと考えた。そのためには，まず小説を主体的に読むためのトレーニングが1必

要となる。今回の高大連携授業の必要がここに生まれた。

私はこれまで，評論文(論理的な文章)の理解@批評能力を育成し，テキスト形式の理解句読解と批

評ができるようにさせる(参照「学習指導要領Jr c 読むことJrエ 表現の仕方を評価すること，

き手の意図をとらえることに関する指導事項J)ための学習シートの開発や，古文教材の読み方(表現の

@構成)や我が国の文化的意味を理解した上で，自分の考えや作品に対する批評の視点を持たせる(同

「ウ 表現に即して読み味わうことに関する指導事項J)ための学習シートの開発等を愛知教育大学大学

院教育実践研究科佐藤洋一教授とともに試み，随時その成果を発表してきた。研究発表(実践報告)の

場において，生徒の思考過程や気づきの共有について課題が見えてきた。古文よりも形式が多岐にわた

り，構造が接雑な小説教材に研究実践の幅を広げることで，生徒の言語能力の向上に資する教材開発に

つなげていくことを予定している。同時に，生徒の主体的な読解を認めながら，批評的な読みの指導 a

評価に一定の基準を提案したいと考えている。それゆえ，今回の試みは「文学国語J(仮称・註 2)に向

けて 3 小説教材を用いた授業の教育的意義と課題を明らかにするための試みでもある。

1 高大連携授業の概要

「現代文j の授業に対する関心を!高め読解力の向上を図るとともに，文学テクストの言説分析および
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構造分析を通して論理的思考力を身に付けさせることを目標とし 3年生の理系クラス (2クラス 76 

名)を対象に高大連携授業を行った(実際のところ，理系の進路において高等学校の「現代文」の学習

内容を活用する大切さを確認させることも目標としている)。事前に，高等学校「現代文 BJの授業で，

記号論の基礎や安部公房の略歴を学び鞄Jの主題について考察した上で、愛知教育大学唯教授奥田浩

司先生にご協力頂き，文学研究の知見に基づいた主体的"批評的な読みにつなげるという試みである。

安部公房の「鞄jを教材とした実践については， r自分の考えを持つjことに主眼を置いた優れた先行

事例がある。例えば，愛知県総合教育センター「研究紀要J106集所収， r自分の意見を分かりやすく話

そう Jでは「鞄Jを読解し作品の続きを創作させている Q ただし，そもそも何故に読者が創作すること

が許されるのかという疑問には，管見のいたすところ答えていないようであるa また，個々の読みを話

し合う時間についても，指導を誤ると感想や印象を語り合うだけに終わってしまう危険もある。実際，

『鞄Jを扱った実践の中で、せっかく協働学習の場を設けても「結論を求める同意形成型の交流になって

しまった斑があった」との反省がされている報告もある(富永鉄也固註3λ 個々の読みを尊重しつつ，

読みの根拠の妥当性を語り合えるような授業を作りたいと考えるに至った。高校の授業を通して学ぶ

「鞄」の理解にとどまらず，研究者による客観的な読解の方法との比較を通して，高大連携ならではの深

い学びにつなげる実践を報告寸る。

なお，ワークシートは，愛知教育大学教職大学院教授佐藤洋一先生・知立東高等学校野々山由佳先生

の知見をもとに作成した(シート No.十 20註4)。またシート No.5は富永鉄也氏作成シート(註 5) 

をベースにしているつ

2 r鞄』を扱う理由について

石原子秋氏は安部公房の小説について次のように語っている。

安部公房の小説は論じにくい。それは安部公震の小説自体がすでに「論Jになっていて，その枠組

み通りに論じる以外に方法がないように思われるからである。その結果，研究者独自の枠組みから論

じることができず，多くの読者がふつうに読むようにしか読めなくなってしまう。(傍点は原文。註

6) 

石原氏のいう「ふつうJとは「作者Jには触れずに作品を読み解く「テクスト論j を前提とした「ふ

つう」である G テクスト論が読みの方法のすべてというわけで、はないが作者Jや「作者の意図j を絶

対化してしまっては，そもそも主体的な読みは生まれようがない。以前，太宰治『待つ』を扱った優れ

た研究授業を拝見したことがあるが，そこでも多くの資料(外部テクスト)を授業者が提示し，作品を

相対化しておきながら，最後のまとめでは「作者備太宰がどんなふうに読んで、欲しかったのかJという

閉し、かけがなされ，国語教育の現場における「作者jの呪縛に驚かされた。「はじめにJでも触れたが，

読者が作品を主体的に読み，作品の続きを創作したり 3 外部テクストと関連させて読みを深めたりする

ことは，作者を括弧で括っておかなければできない作業なのである。(そのため，奥田先生の講義の冒頭

で「語り手Jや「内的焦点化Jなどs 文学研究の基本事項について，確認する時間を設けていただいた。)

「作者」を捨象しでも，小説の枠組みが安定している安部公房作品は，今回の試みに最適なものであっ

また，テクストに対して「ほどよい間いで満足していたのでは般の読者と同じレベルの読み込み
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しカγできなしリ(互主7) と自 る石原氏のような研究者にとって，安部公房作品は「研究者独自Jの読

みが難しく，扱いにくいのかもしれないが，そもそも「ふつうに読むj ことを教室空間で共有しようと

いう入門的な授業の教材として，安部公房作品は最適と考え，採用した。先行研究においてあまりに読

みのl揺が広い作品について読みの根処を手しつつ検討していくことは授業時間内で消化することが困

難だからである。

3 授業の実際

1 本文を音読し，小説「鞄Jの内容を読み取る。語句の意味に注意し，指示語などを発問しながら，

ワークシートに話の筋をまとめさせる。また，人物の設定やその効果について整理させる。 0.5時間)

2 ワークシートを使って「自由Jについて考えさせる O グ、/レープに分かれ，相互発表@相互評価の

後，意見交換を行い，個々の考えを深めさせる。グルーブ。学習の振り返りとともに，話し合いで解決

しきれなかった疑問についてまとめさせる。(1.5時間)

3 生徒の疑問(生徒の疑問は主に r自由Jについて， r鞄Jの中身について)rflJの今後について，

の3点に収数した)を，テクスト論の知見のもとに解き明かす講義を行い，文学研究の一端に触れさ

せながら，生徒個々の読解との違い(読解の根拠の妥当性)を実感させ，今後の文学作品読解の参考

にさ』せる。 (H寺間)

4 r理系の現代文J アンケートから

講義内容(難易度) ヂついて 人数 % 

l難しい 26 ;:35.6 

記丁度良い 41 56.2 

3易しい 6 8.2 

2 「鞄j の理解について

l理解が深まった 57 78.1 

2理解は深まらなかった 3 4.1 

3どちらともいえない 13 17.8 

「鞄」でさらに学びたかったこと e 知りたかっ
3 

たことについて

1学ぶこと園知ることができた 63 86.3 

立学ぶこと・知ることができな
10 13.7 

かった

3どちらともいえない

4 「文学作品Jの理解につし、て

1読み方が変わった e 深まっ 56 76.7 

2読み方は変わらない a 深まら
16 21.9 

ない

3どちらともいえない 1 1.4 
」一一一
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感想 e 疑問など自由記述(抜粋 a 下線は引用者)

@今回の講義で，小説を読むと言うことは思っていたよりも難しく，さまざまな読み方がで

きることも分かりました。

姐今までは文章をなぞるだけだったが，講義で読み手の主体性が大切だと分かったっ

@大学で学ぶことを織り交ぜながらの授業だったので新鴻草でおもしろかった。

5 まとめ

小説の読解について，生徒同士の話し合いを通して，自分とは違った読みの可能性を意識

できたこと，そこで解決できなかった疑問について，専門家を交えての学びの経験から，読

みの根拠の妥当性について検討できたことはたいへん有意義で、あった。上記 r3 Jでは触れ

なかったが，例えば「赤ん坊の死体j という唐突な比n散のように，通常の授業では「物語の

展開上特に重要な意味があるとはいえなしリ(安田正典 註 8) とされ，素通りされてしまい

そうな事柄についても，生徒の接関から出発し，表現の意味について考えることができた。

アンケートの記述の内容から，根拠を確認しながら作品を主体的に読解する方法を共有でき

たことがうかがえ，授業の目標はおおむね達成できたと思う。

一方 で 鞄j の理解が必ずしも「文学作品」全般への理解につながっておらず，読みが深

まったと実感できていない生徒も見られる。これは，読みの根拠の妥当性を測る基準を授業

者が明確に示すことができなかったことに原因の一つがあると考える。評価規準の明確化や

『鞄Jの学習にとどまらない汎用的なループ、リックの作成を次の目標とし，今後の課題とした

。
、、4
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註 1 r教育課程部会言語能力の向上に関する特別チーム資料 1j 平成 ~8 年 5 月 l~ 日

註 2 r教育課程部会国語 WG資料， 3J平成:l8年 5月:31日

註 3 群馬県教育センター「研究報告書j 平成 26年 254集

註 4 r愛知教育大学附属高等学校研究紀要J第 34号 平成 19年 3月

設 5 ~主 3 に同じ

6 W教養として読む現代文J 朝日新開出版 平成 25年 10月 p.1H

7 W大学受験のための小説講義』 ちくま新書 平成 14年 10月 p.177

註 8 W精選現代文B 指導資料③J 三省堂 平成 26年 4月 p.114
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矢
先
だ
し
、
考
専
の
余
地
は
あ
る
ん
だ
上
」

な
か
み
は
何
な
の

「
ふ
宏
観
に
し
た
ら
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
に
な
る
の

「
し
か
し
、
知
ら
な
い
人
間
が
見
た
ら
、
ど
う
思
う
が
な
。
意
は
そ
う
、
腕
っ
ぷ
し
の
強
い
方
で
も
な
さ
そ

"
つ
だ
し
、
ひ
っ
た
く
り
ゃ
強
盗
に
目
を
付
け
ら
れ
た
ら
、
お
手
上
げ
だ
ろ
う

J

こ
こ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

2
・
「
私
」
の
変
化
と
そ
の
護
国

作
品
の
中
で
、
「
私
」
の
心
情
の
変
化
が
起
こ
り
ま
す
。
変
化
し
た
場
面
と
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
、
そ

の
要
因
も
含
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

(別変 てな う「変

iこ{ヒ み ん 変j君わ化

不の たと化 だかの

安後 。し、 dコ つら前
~I主 う場 てな

だ感 こ面 、し、

と も ねつ巳
もたな
な つな。か
し とぜ

つ
(そ

た
/ν 

鞄 な
2翠 を 録
，y， 

持 }理
ヱ、為且ム

ち なを
均五

上 立し
な iず t惑で
iナ でま
れ かやも変 月後 て:t' 

なむつ fヒ 追塁 鞄
見通をと の びを

迷 つえ歩内 が持つ たずけ容 でち
} 。、そ

き歩と
と 7 jも〈

も
にだ lま必tJ: 
カ冶つ 要し、 くモ そが

手L 歩 れあ
1 斗ノ lこるiま
る

v の
嫌 」か

方 し

な i古] た
f 

る

1'1: t伝 と

ど し、 i:t 
てー I;c 
み し、

る だ

) ウ

i守幽I

の l"ll
作 141
品

お

け
る
対
比

的
人

物
l士。

⑧
対
比
的
人
物
と
を
の
効
果
奄
鏡
跡
取
り
渉
し

f
つ

* 
対
比
的
人
物
と
は
、
中
心
人
物
の
行
動
車
、
考
え
を
際
立
た
せ
た
り
、
中
心
人
物
に
影
穏
を
与
え
た
り
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

2
.

「
青
年
」
の
特
徴

く
た
び
れ
た
服
装
を
し
て
い
る
か
、
目
一
冗
が
明
る
く
疋
直
そ
う
な
印
象
を
受
け
る
脊
年
。

続
深
し
に
持
ち
歩
く
に
は
い
さ
さ
か
ポ
似
合
い
な
、
大
き
ず
さ
る
「
鞄
」
を
持
っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
儲
か
れ
て
い
る
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

*
3
.
青
年
が
最
も
「
紘
」
に
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
。
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

6 



「
軸
柵
』

(
礎
部
公
躍
)
札
臨
畢

審

組

「
自
由
』
に
つ
い
窓

『
鞄
』
(
礎
部
公
儒
)
地
ゐ

問
問
川
同
国
わ
か
り
や
す
い
絡
袋
串
唱
し
奉
し
よ
う
(
ゲ
ル

i
宮
学
窓
)

組

語

「
自
由
」
と
は
そ
も
そ
も
ど
う
い
う
意
味
か
、
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
状
態
。
例

も
っ
と
自
由
な
時
間

『働相
h

の
主
題
に
つ
い
て
、
分
か
り
ゃ
十
く
具
体
的
に
祷
り

ま
し
ょ
う
。

友
遠
の
発
表
を
開
い
て
、
随
分
の
意
見
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

①
自
分
の
思
い
通
り
に
振
る
舞
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

が
欲
し
い
。

②
他
か
ら
の
強
制
・
拘
束
・
支
配
な
ど
を
受
け
な
い
で
目
己
の
権
利
を
一
不
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

そ
の
状
態
。
例
、
法
的
に
自
由
の
身
と
な
る
。

③
自
己
の
主
体
的
な
考
え
の
も
と
に
行
動
を
選
択
で
一
さ
る
。
ま
た
、
そ
の
状
態
。
例
、
自
由
に
投
票

す
る
。

友
途
の
発
表
を
開
聞
き
な
が
ら
、

O
・
G
・
ム
を
つ
け
ま
し
ょ
う

開き方 発表のまとめ方

⑦ ⑥ ⑤ 込〉 ③ ② ①|  

気 な自 関友 発、 り自 明本 関

付 が分 く逮 表 さ分 す文 'L、
し、 らだ こが を せが るの モふピ

手t】h 関っ とど す る11" こ内 持
」、が くた がん る 、、開ーロ口ロ と容 つ

!:: こら でな 友 とか がに た

は とと き点 逮 がら で即 E悪
メ がん たを 。フ で受 きし 題

モ でな
。魅 方 きけ 竺て

をふピ

を き点 カ を r:.取 選
y 

モを
見 ペコ 相 ぶ

り 重量 思主 な た 手
} 、ー

tl: カ じ カ〉
も を と

カt て ら び〉 主主
方i

ら 感
し、 鴎 よ殺 で

間
じ

る く F昔日 し
き

く
る

カ込 } 、芦
レ えr

た
、ー を と

。
} 

だ fこ カt
と

ろ
考 が

」、戸 ら
方、 え で

で
ワ な き

」レ

f宝
泊込

が た
を j手

た
レ

(:コ
l立 し

。 4ゴ担ラ乙

"'" く

Pζ 4、f 説

桝~I 

{
『
ベ
ネ
ッ
セ
表
現
読
解
国
認
辞
典
』

-
他
か
ら
の
制
限
や
束
縛
を
受
け
ず
、
自
分
の

ま
た
、
そ
の
様
子
。
例
、
言
論
の
自
由
が
保
障
さ

s

同
抽
出
川
に
従
っ
て
行
動
す
る
(
で
き
る
)
こ
と

る
。
自
由
を
は
き
違
え
る
。

〈
司
新
明
朗
酔
国
混
同
時
計
興
一
』
三
宮
堂

つ

前
者
の
「
自
由
」
と
は

3 

後
者
の
一
自
由
」
と
は

関
岡
M
凶
門
幽
品
購
僚
的
イ
d
p
i
ジ
と
玄
霞
ぬ
続
適
奄
篇
お
殿
"
e
s
M
S
A
V

次
の
も
の
は
何
を
祭
徴
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

①
「
鞄

2 

関
心
を
持
っ
た
発
表
に
つ
い
て
、
感
想
・
意
見
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

品

whつ
い
な
坂
・
階
段
・
石
段

" ， 
d 

」
の
作
品
の
主
題
は
何
で
し
ょ
う
。

3 

今
日
の
学
習
を
終
え
て
「
わ
か
っ
た
こ
と
」
「
考
え
た
こ
と
」
等
を
設
す
さ
ま
し
ょ
う
。

身
の
回
り
の
一
鞄
」
的
な
る
も
の
は
何
か
?

①
作
家
の
主
題
j
他
作
品
な
ど
で
も
多
く
見
ら
れ
る
作
家
の
窓
留
し
た
問
題
意
識
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

②
作
品
の
主
題
・
:
作
品
の
機
造
a

人
物
の
変
化
に
見
ら
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

③
読
者
の
主
題
・
;
読
者
が
作
品
か
ら
自
由
に
受
け
取
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

4 

さ
ら
に
深
く
考
え
た
い
こ
と
、
知
り
た
い
こ
と
を
記
述
レ
て
下
さ
い
っ

‘
一
五
箆
と
は
目
-
作
品
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
中
心
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
こ
と
で
す
。

大
き
く
分
け
る
と
、
次
の
三
つ
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
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